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1. 研究の成果の概要 

 GDP-L-ガラクトースは L-ガラクトース転移酵素の基質として、複合糖質（注 1）の合

成に利用されるが、簡便かつ高効率な合成法は確立されていなかった。本研究で

は、L-フコキナーゼ/GDP-L-フコースピロホスホリラーゼ（FKP、注 2）がGDP-L-ガラク

トース合成に利用できることに着目し、そのワンポット合成（注 3）を試みた。酵素反応

条件・精製条件の検討を行った結果、GDP-L-ガラクトースを 92%の高収率で生産で

きるようになった。 

2. 研究の学術的なトピック性 

試薬として市販されていない GDP-L-ガラクトースの、FKP を用いた簡便かつ高収

率な合成法を確立した。 

3. 研究の波及効果 

  FKPはGDP-L-ガラクトースだけでなく、その他のGDP-L-フコース構造類縁体の合

成にも応用可能である。本研究成果により、GDP-L-ガラクトースを簡便に供給するこ

とが可能となったため、新規 L-ガラクトース転移酵素の探索研究およびそれらを利用

した機能性食品や医薬品のシーズとなるような L-ガラクトースを含む新規複合糖質

の合成研究への展開が期待される。 
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＜用語説明＞ 

注 1 複合糖質：糖質がタンパク質や脂質と結合した化合物 

注 2 FKP：二機能性糖ヌクレオチド合成酵素であり、L-フコースと GTP から二段階の反応を経る

GDP-L-フコース合成反応を触媒する酵素 

注 3 ワンポット合成：同じ反応容器内で複数の変換を進行させる合成法 



発表内容の概略図 

 

【概要】   FKP により、ワンポットで L-ガラクトースから GDP-L-ガラクトースの 

       効率的合成に成功 

 

 

 


